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文
〉画

僧
　
漲
川
・
夢
幻
・
独
長
　
―
画
事
と
史
料
の
再
発
見
―
（
続
）

知
　
念
　
　
　
理

は
じ
め
に

本
誌
二
十
三
号
に
掲
載
し
た
拙
論
「
画
僧 

漲
川
・
夢
幻
・
独
長
―
画
事
と

史
料
の
再
発
見
―
」（
以
下
前
稿
と
よ
ぶ
）
の
「
四　

夢
幻
・
漲
川 

伝
承
作
品

の
検
討
」
に
お
い
て
、『
叡
福
寺
霊
寳
目
録
』（
大
阪
・
叡
福
寺
蔵
）
以
下
の
関

係
史
料
の
な
か
に
、
夢
幻
（
漲
川
）
の
伝
承
作
品
が
六
点
見
い
だ
せ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
そ
の
（
一
）
～
（
六
）
各
作
品
（
い
ず
れ
も
大
阪
・
叡
福
寺
蔵
）

の
う
ち
、（
四
）「
十
大
弟
子
像
」、（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」
に
つ
い
て

は
夢
幻
（
漲
川
）
筆
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、（
六
）「
聖
徳
太

子
絵
伝
」
に
つ
い
て
は
夢
幻
（
漲
川
）
筆
の
見
通
し
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、

具
体
的
な
画
風
検
討
に
つ
い
て
は
続
稿
に
向
け
た
課
題
と
し
た
。

本
稿
で
は
（
六
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
前
稿
註
24
参
照
）
を
叡
福
寺
三
巻
本

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
て
、
改
め
て
そ
の
絵
画
表
現
と
詞
書
伝
承
筆
者
の
筆
跡
に
つ

い
て
検
証
を
行
う
。
絵
の
筆
者
が
夢
幻
（
漲
川
）
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
叡
福

寺
三
巻
本
に
付
属
す
る
「
詞
書
筆
者
目
録
」
の
信
頼
性
に
つ
い
て
の
確
証
を
え

る
こ
と
を
め
ざ
す
。
そ
の
う
え
で
、
詞
書
制
作
の
年
代
的
目
安
を
提
示
し
、
さ

ら
に
は
夢
幻
（
漲
川
）
に
よ
る
叡
福
寺
三
巻
本
制
作
の
背
景
と
し
て
、
臨
済
の

師
で
あ
る
如
雪
文
巌
の
関
与
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
前
稿
以

後
の
デ
ー
タ
検
索
、
情
報
提
供
等
に
よ
り
え
ら
れ
た
漲
川
・
独
長
作
品
に
つ
い

て
の
補
遺
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一　

叡
福
寺
三
巻
本
の
検
証
―
絵
画
表
現

叡
福
寺
三
巻
本
の
絵
画
表
現
の
検
討
に
関
し
て
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
て
お

く
と
、『
叡
福
寺
霊
寳
目
録
』
に
載
せ
ら
れ
た
伝
承
ど
お
り
、
夢
幻
（
漲
川
）

筆
と
判
断
で
き
る
作
例
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
表
現
的
特
徴
に
つ
い
て
、

人
物
描
写
か
ら
順
に
検
証
す
る
。

ま
ず
男
性
像
で
は
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
下
巻
〈
四
十
八
歳
〉
に
み
ら
れ
る
、

正
面
向
き
で
座
す
聖
徳
太
子
の
面
貌
に
つ
い
て
【
図
１
】、「
三
十
六
歌
仙
図
扁

額
」（
大
阪
・
潮
音
寺
蔵
、
前
稿
註
20
参
照
）
中
の
〈
源
信
明
〉
と
比
較
す
る

【
図
２
】。
絵
巻
と
扁
額
で
人
物
の
ス
ケ
ー
ル
に
差
が
あ
る
た
め
、
ほ
う
れ
い
線

や
人
中
の
有
無
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
目
じ
り
が
つ
っ
た
切
れ
長
の

目
を
あ
ら
わ
す
面
貌
に
近
し
い
表
現
感
覚
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
耳
介
を
表
わ
す
描
線
を
み
る
と
、
前
稿
で
夢
幻
（
漲
川
）
の
人
物
像
の

耳
の
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
、「
耳
孔
へ
通
じ
る
く
ぼ
み
の
外
縁
は
上
の
突
起
、

下
の
突
起
と
も
に
内
側
へ
ふ
く
ら
ま
せ
る
特
殊
な
形
状
が
看
取
さ
れ
る
。」
こ

と
を
確
認
し
た
。
や
は
り
人
物
ス
ケ
ー
ル
の
関
係
で
略
筆
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、

【
図
１
】
ほ
か
叡
福
寺
三
巻
本
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
、
同
種
の
形
態
を
呈
す

る
特
徴
的
な
描
写
を
看
取
で
き
る
。
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【図 1 】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵）下巻・
〈四十八歳〉部分

【図 7 】�「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）下巻・〈三十八歳〉部分

【図 2 】�「三十六歌仙図扁額」 
（潮音寺蔵）〈源信明〉・
面貌

【図 3 】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵）下巻・
〈四十五歳〉部分

【図 4 】�「三十六歌仙図扁額」 
（潮音寺蔵）〈源公忠〉・部分

【図 5 】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵）下巻・
〈四十五歳〉部分（面貌）

【図 6 】�「三十六歌仙図扁額」 
（潮音寺蔵）〈源公忠〉・
面貌

【図 8 】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵）下巻・
〈三十五歳〉部分

【図 9 】�「三十六歌仙図扁額」 
（潮音寺蔵）〈小大君〉・部分

【図10】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵）下巻・ 
〈五十歳〉部分

【図11】�「叡福寺境内古絵図」 
（叡福寺蔵）・左隻部分
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念
の
た
め
、
さ
ら
に
別
場
面
の
聖
徳
太
子
を
取
り
上
げ
る
。
叡
福
寺
三
巻

本
・
下
巻
〈
四
十
五
歳
〉
に
み
え
る
聖
徳
太
子
は
、
畳
に
座
す
姿
を
斜
め
後

方
か
ら
描
き
、
顔
は
真
横
向
き
を
と
ら
え
て
い
る
【
図
３
】。
こ
の
像
の
体
勢
、

垂
瓔
冠
を
被
る
横
顔
と
も
に
よ
く
相
似
す
る
像
が
上
掲
「
三
十
六
歌
仙
図
扁

額
」
中
の
〈
源
公
忠
〉
で
あ
る
【
図
４
】。
鼻
の
先
端
の
膨
ら
み
具
合
に
や
や

差
が
み
ら
れ
る
が
、
顎
下
と
顎
え
ら
を
短
く
継
ぎ
、
顎
と
唇
の
上
下
に
髭
を
生

や
し
、
頬
の
張
り
を
あ
ら
わ
す
弧
線
を
髭
へ
添
わ
せ
て
、
切
れ
長
の
目
と
眉
を

平
行
に
並
べ
る
双
方
の
面
貌
表
現
が
近
似
す
る
【
図
５
】・【
図
６
】。

こ
の
両
像
に
つ
い
て
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
特
徴
的

な
耳
介
表
現
と
は
ま
た
別
の
、
耳
を
内
側
へ
折
り
畳
む
（
耳
道
に
か
ぶ
せ
る
）

と
い
う
独
特
の
描
き
癖
を
共
通
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
面
貌
の
左
側
面
を
と
ら

え
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
耳
の
輪
郭
を
逆
Ｓ
字
の
描
線
で
あ
ら
わ
す
こ
の
描
き
癖

が
、
束
帯
人
物
像
の
横
顔
に
用
い
ら
れ
る
普
遍
的
な
描
法
と
し
て
偶
々
一
致
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
下
巻
〈
三
十
八
歳
〉
中
の
、

面
貌
の
左
側
面
を
描
く
各
僧
侶
の
耳
に
も
同
種
の
表
現
が
み
ら
れ
る
点
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
【
図
７
】。

続
い
て
女
性
像
に
つ
い
て
も
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
叡
福
寺
三
巻
本
・
下

巻
〈
三
十
五
歳
〉
の
、
堂
の
外
陣
に
居
並
ん
だ
垂
髪
の
女
官
と
【
図
８
】、
上

掲
「
三
十
六
歌
仙
図
扁
額
」
中
の
〈
小
大
君
〉
双
方
の
面
貌
を
比
較
し
て
み

る
と
【
図
９
】、
や
は
り
ほ
う
れ
い
線
や
人
中
の
有
無
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

口
角
に
微
か
な
笑
み
を
含
ん
だ
抑
制
的
な
表
情
を
有
す
る
点
に
お
い
て
近
し
い

表
現
感
覚
が
示
さ
れ
る
。

次
に
、
人
物
以
外
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
塔
、
波
紋
、
樹
石
の
順
で
そ
の
表

現
を
検
討
す
る
が
、
前
稿
で
夢
幻
（
漲
川
）
筆
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た

「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」（
前
稿
【
口
絵
２
】、
註
21
参
照
）
に
表
現
的
な
親
近

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
下
巻
〈
五
十
歳
〉
に

み
え
る
、
山
背
大
兄
王
ら
が
滅
ん
だ
斑
鳩
宮
の
塔

に
注
目
す
る
と
、
塔
正
面
の
瓦
葺
屋
根
は
軒
先
を

ほ
ぼ
水
平
と
す
る
も
の
の
、
ご
く
浅
い
斜
角
を

と
っ
て
右
側
面
（
向
か
っ
て
）
を
視
界
に
お
さ
め
、

上
層
へ
の
逓
減
を
意
識
し
た
描
写
が
み
ら
れ
る

【
図
10
】。
一
方
、
方
三
間
・
板
唐
戸
の
塔
身
（
一

層
目
は
塀
に
隠
れ
る
）
は
、
そ
の
正
面
と
右
側
面

を
柱
間
の
広
・
狭
の
区
別
だ
け
で
平
面
的
に
描
写

し
、
高
欄
付
廻
縁
を
独
特
の
正
面
観
で
描
く
。
斜

視
図
的
な
整
合
性
を
え
な
い
こ
う
し
た
表
現
的
特

徴
は
、「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」・
左
隻
の
五
重
塔

に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
お
り
【
図
11
】、
夢
幻
（
漲

川
）
の
建
築
描
写
に
関
す
る
個
性
の
一
端
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
波
紋
に
つ
い
て
。
叡
福
寺
三
巻
本
・
上

巻
〈
十
三
歳
〉
を
は
じ
め
、
舌
状
の
半
楕
円
を
何

重
か
連
ね
た
白
色
の
波
紋
が
認
め
ら
れ
る
が
【
図

12
】、
そ
の
形
状
・
線
質
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」・
右
隻
に
描
か
れ
る
墨
描

に
よ
る
波
紋
に
近
似
し
た
表
現
が
見
出
さ
れ
る

【
図
13
】。

最
後
に
樹
石
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
叡
福
寺
三
巻

本
・
下
巻
〈
三
十
六
歳
〉
で
、
山
岳
の
傾
斜
面
に
、

【図12】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）下巻・〈十三歳〉部分【図13】「叡福寺境内古絵図」（叡福寺蔵）・右隻部分
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露
根
が
股
状
に
割
れ
た
細
い
松
樹
が
立
ち
並
ぶ
様
子
は
【
図

14
】、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
、
極
細
の
樹
木
を
傾
斜
面
に
密
集

さ
せ
る
「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」
の
描
写
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
【
図
15
】、
夢
幻
（
漲
川
）
の
手
慣
れ
た
風
景
描
写
の
ア
イ

テ
ム
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
松
樹
に
関
し
て
前
稿
で
は
、
大
き
な
洞
が
あ
り
、
く
ね

る
よ
う
な
幹
の
交
差
、
枝
の
屈
曲
を
み
せ
る
不
安
定
な
樹
態
を

特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
【
図
16
・
右
上
】。
叡
福
寺
三
巻
本
・
上
巻
〈
序
〉
の

松
樹
は
、
幹
、
枝
、
洞
の
輪
郭
を
曲
線
主
体
と
し
、
ぬ
ら
っ
と
し
た
柔
ら
か
な

樹
態
を
あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、
葉
叢
は
緑
青
、
群
青
の
濃
彩
に
白
色
の
細
い
松

葉
を
重
ね
て
あ
ら
わ
す
【
口
絵
１
】。
こ
れ
は
【
図
16
・
左
下
】
の
幹
を
直
線

的
に
伸
ば
す
松
樹
と
、
下
巻
〈
五
十
歳
〉
に
み
ら
れ
る
松
樹
で
も
同
様
に
【
口

絵
２
】、
山
水
図
系
作
品
に
お
け
る
水
墨
基
調
の
松
樹
と
、
高
僧
伝
絵
系
の
絵

巻
に
お
け
る
濃
彩
に
よ
る
松
樹
と
で
様
式
的
に
対
照
さ
れ
る
が
、
双
方
で
形
態

的
な
志
向
性
は
通
底
さ
せ
て
い
る
。
丈
の
低
い
岩
の
外
郭
を
太
い
目
の
墨
線
で

ふ
ち
ど
り
、
不
安
定
に
傾
く
樹
木
を
寄
り
添
わ
せ
て
、
ぺ
た
っ
と
貼
り
付
け
る

よ
う
な
、
上
巻
〈
序
〉【
口
絵
１
】、
中
巻
〈
三
十
三
歳
〉【
図
17
】
に
み
ら
れ

る
表
現
は
、
水
墨
を
基
調
と
す
る
が
、
前
稿
で
と
り
あ
げ
た
「
山
水
図
屏
風
」

（
個
人
蔵
）
の
描
写
に
通
じ
合
う
も
の
で
あ
る
（
前
稿
【
図
18
】）。

な
お
、
こ
う
し
た
水
墨
、
濃
彩
の
和
漢
両
様
式
は
、
夢
幻
（
漲
川
）
が
そ
の

若
年
期
に
雲
谷
派
の
画
技
を
学
ぶ
過
程
で
習
得
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
叡
福
寺

三
巻
本
に
多
数
み
ら
れ
る
画
中
画
に
は
、
中
巻
〈
二
十
九
歳
〉
の
草
体
の
山
水

図
【
図
18
】、
下
巻
〈
四
十
四
歳
〉
の
古
木
に
烏
図
【
図
19
】
な
ど
、
雲
谷
等

顔
風
を
彷
彿
と
さ
せ
る
図
が
含
ま
れ
る
の
は
興
味
深
い
。

以
上
の
よ
う
な
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
人
物
、
塔
、
波
紋
、
樹
石
に
つ
い
て
の

【図16】「叡福寺境内古絵図」（叡福寺蔵）・左隻部分

【図14】�「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）
下巻・〈四十五歳〉部分

【図15】�「叡福寺境内古絵図」 
（叡福寺蔵）・左隻部分
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画
風
検
討
を
総
合
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
夢
幻
（
漲
川
）
の
作
と
み

な
し
て
問
題
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
、
全
三
巻
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
聖
徳
太

子
の
面
貌
を
通
覧
す
る
と
複
数
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
中
・
下
層
階
級
の
人
物
の

面
貌
に
は
か
な
り
ア
ク
の
強
い
異
趣
の
表
現
が
ま
じ
る
。
ま
た
樹
木
の
表
現
も

相
当
に
多
様
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
夢
幻
（
漲
川
）
以
外
の
若
干
の
画
工

も
加
わ
っ
た
工
房
組
織
に
よ
る
制
作
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
て
お
き
た
い
。

二　

叡
福
寺
三
巻
本
の
検
証
―
詞
書
伝
承
筆
者
の
筆
跡

続
い
て
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
詞
書
に
関
す
る
伝
承
筆
者
の
検
証
に
移
る
。
前

稿
で
は
青
蓮
院
宮
尊
純
法
親
王（
一
五
九
一
～
一
六
五
三
）に
よ
る
下
巻
末〈
五

十
歳
〉
の
詞
書
に
つ
い
て
、
住
吉
如
慶
筆
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」（
正
保
三
年

／
一
六
四
六
、
和
歌
山
・
紀
州
東
照
宮
蔵
）
と
の
比
較
を
行
い
、
尊
純
法
親
王

の
真
筆
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
対
象
を
広
げ
て
、
叡
福
寺
三
巻
本

の
上
巻
か
ら
〈
四
歳
〉、
中
巻
か
ら
〈
二
十
二
歳
〉、
下
巻
か
ら
〈
四
十
八
歳
〉

の
詞
書
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
筆
跡
検
証
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

付
属
の
「
詞
書
筆
者
目
録
」
の
記
載
が
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
上
巻
〈
四
歳
〉
詞
書
は
「
詞
書
筆
者
目
録
」
に
よ
れ
ば
中
院
通
村
（
一

五
八
八
～
一
六
五
三
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
【
図
20
】（
部
分
）。
世
尊
寺
流
の
能

書
で
知
ら
れ
る
が
、
や
は
り
叡
福
寺
三
巻
本
と
染
筆
年
代
が
接
近
す
る
巻
子
装

に
よ
る
縁
起
系
の
染
筆
例
を
探
す
と
、「
興
聖
寺
縁
起
」（
一
巻
、
慶
安
三
年
／

一
六
五
〇
、
京
都
・
興
聖
寺
蔵
）
が
あ
る（

（
（

【
図
21
】。
そ
の
六
行
ほ
ど
に
限
っ

て
も
、
以
下
に
示
し
た
共
通
の
文
字
の
比
較
か
ら
双
方
の
筆
跡
の
近
似
は
明
ら

か
で
あ
り
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
上
巻
〈
四
歳
〉
詞
書
を
中
院
通
村
の
真
筆
と
認

【図17】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）中巻・〈三十三歳〉部分

【図18】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）中巻・〈二十九歳〉部分

【図19】�「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵） 
下巻・〈四十四歳〉部分
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め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
の
」（
乃
）　

②
「
あ
り
」（
安
利
）　

③
「
聞
」　

④
「
出
」

⑤
「
ひ
」　

⑥
「
て
」　

⑦
「
と
」（
登
）　

⑧
「
悦
」　

⑨
「
事
」

⑩
「
今
」【
図
20
】

次
に
、
中
巻
〈
二
十
二
歳
〉
詞
書
は
筆
者
目
録
に
よ
れ
ば
二
条
康
道
（
一
六

〇
七
～
六
六
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
【
図
22

－

1
・
22

－

2
】（
い
ず
れ
も
部
分
）。

筆
の
広
が
り
が
少
な
い
直
線
的
な
線
質
が
特
徴
的
だ
が
、
や
は
り
叡
福
寺
三
巻

本
と
染
筆
年
代
が
接
近
す
る
染
筆
例
を
探
す
と
、「
多
武
峰
縁
起
絵
巻
」（
写
本
、

上
巻
の
み
現
存
、
奈
良
・
談
山
神
社
蔵
）
が
あ
る（

（
（

【
図
23
】。
そ
の
注
釈
書
で

あ
る
『
談
峯
縁
起
便
蒙
』（
享
保
五
・
一
七
二
〇
年
跋
）
に
よ
れ
ば
、
上
・
下

巻
四
十
三
名
の
寄
合
書
と
記
さ
れ
、
上
巻
第
四
段
詞
書
の
染
筆
者
を
二
条
康
道

（「
二
条
前
摂
政
康
道
」）
と
す
る
。
色
紙
形
の
貼
り
込
み
に
な
さ
れ
た
わ
ず
か

七
行
の
詞
書
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
文
字
の
比
較
を
通
じ
て
、
叡
福
寺
三
巻

本
・
中
巻
〈
二
十
二
歳
〉
詞
書
を
二
条
康
道
の
真
筆
と
判
断
で
き
る
。

①
「
傳
」　

②
「
年
」　

③
「
見
」　

④
「
大
」　

⑤
「
辞
」

⑥
「
玄
」【
図
22

－

1
】

⑦
「
伏
」　

⑧
「
仁
」　

⑨
「
如
」　

⑩
「
此
」【
図
22

－

2
】

さ
い
ご
に
、
下
巻
〈
四
十
八
歳
〉
詞
書
は
、
筆
者
目
録
に
よ
れ
ば
聖
護
院
宮

道
晃
法
親
王
（
一
六
一
二
～
七
八
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
【
図
24

－

1
・
24

－

2
】（
い
ず
れ
も
部
分
）。
前
出
の
中
院
通
村
筆
「
興
聖
寺
縁
起
」
を
蔵
す
る
興

聖
寺
に
は
、
道
晃
法
親
王
筆
「
興
聖
寺
再
興
縁
起
」（
一
巻
、
明
暦
三
年
／
一

六
五
七
）
も
蔵
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
年
代
的
に
近
接
し
た
恰
好
の
比
較
対
象

と
な
る（

（
（

【
図
25
】（
部
分
）。
そ
の
中
の
十
二
行
か
ら
共
通
す
る
文
字
を
比
較
し

【図20】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）上巻〈四歳〉詞書・部分

【図21】「興聖寺縁起」（興聖寺蔵）・部分
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て
み
る
と
、
双
方
の
筆
跡
の
近
似
は
明
ら
か
で
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
下
巻
〈
四

十
八
歳
〉
詞
書
に
つ
い
て
も
道
晃
法
親
王
の
真
筆
と
判
断
で
き
る
。

①
「
給
」　
②
「
代
」
③
「
即
」　
④
「
生
」

⑤
「
に
（
尓
）
あ
ら
す
（
須
）」【
図
24

－

1
】

⑥
「
也
」　
⑦
「
秋
八
月
」　
⑧
「
容
」　
⑨
「
常
」　
⑩
「
き
」

⑪
「
し
（
志
）」【
図
24

－

2
】

三　

叡
福
寺
三
巻
本
の
検
証
―
「
詞
書
筆
者
目
録
」
か
ら
読
め
る
こ
と

以
上
、
叡
福
寺
三
巻
本
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
か
ら
、
上
巻
の
中
院
通

村
、
中
巻
の
二
条
康
道
、
下
巻
の
道
晃
法
親
王
、
尊
純
法
親
王
（
前
稿
で

検
討
）
を
伝
承
筆
者
と
す
る
詞
書
を
筆
跡
検
証
し
た
結
果
、「
詞
書
筆
者

目
録
」
の
記
載
は
、
基
本
的
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、「
詞
書
筆
者
目
録
」（
表
・
裏
）
を
掲
げ
る（

（
（

【
図
26

－

1
】・【
図

26

－

2
】。
各
染
筆
者
を
特
定
す
る
た
め
の
名
入
れ
、
振
り
仮
名
は
、
後
に
染

筆
者
名
の
備
忘
の
た
め
に
加
え
ら
れ
た
別
筆
と
み
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
序

　

左
府
」
に
付
さ
れ
る
「
近
衛
」、「
尚
嗣
」、「
ナ
オ
ツ
グ
」（
正
し
く
は
「
ヒ
サ

ツ
グ
）
な
ど
で
あ
る
。

門
跡
と
親
王
を
除
く
伝
承
筆
者
全
員
に
つ
い
て
、
表
記
さ
れ
る
官
職
の
在
位

時
期
を
『
公
卿
補
任
』
に
よ
り
確
認
し
て
み
る
と
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

中
に
全
員
の
在
位
時
期
が
矛
盾
な
く
重
な
る
時
期
を
認
め
う
る（

（
（

。
と
く
に
同
年

【図23】�「多武峰縁起絵巻」（写本・談山神社蔵）上巻�
〈第四段〉詞書�
奈良女子大学学術情報センター（付属図書館）�
画像提供

【図22- 2 】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）中巻〈二十二歳〉詞書・部分

【図22- 1 】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）中巻〈二十二歳〉詞書・部分
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【図24- 1 】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）下巻〈四十八歳〉詞書・部分【図24- 2 】�「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）下巻
〈四十八歳〉詞書・部分

【図25】「興聖寺再興縁起」（興聖寺蔵）・部分
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【図26- 1 】詞書筆者目録（「聖徳太子絵伝」付属）・表

【図26- 2 】詞書筆者目録（「聖徳太子絵伝」付属）・裏
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中
の
官
位
異
動
を
抜
粋
す
る
と
次
の
と
お
り
で
、
こ
れ
に
よ
り
詞
書
染
筆
年
代

を
、
慶
安
二
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
の
一
カ
月
弱
の
間
に
絞
り

こ
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

一
．
中
巻
〈
二
十
六
歳
〉
―
「
清
水
谷
前
大
納
言
」

　
　

清
水
谷
實
任
が
大
納
言
を
辞
任
し
た
慶
安
二
年
三
月
以
降

二
．
上
巻
〈
十
六
歳
〉
―
「
飛
鳥
井
中
納
言
」

　
　

中
巻
〈
三
十
三
歳
〉
―
「
園
宰
相
」

　
　

�

飛
鳥
井
雅
章
が
中
納
言
に
就
任
し
た
慶
安
二
年
六
月
以
降
、
お
よ
び
園

基
福
が
参
議
に
就
任
し
た
同
年
七
月
以
降

三
．
上
巻
〈
十
八
歳
〉
―
「
左
中
辨
」

　
　

裏
松
資
清
が
左
中
弁
に
就
任
し
た
慶
安
二
年
十
一
月
八
日
以
降

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

四
．
下
巻
〈
三
十
八
歳
〉
―
「
西
園
寺
前
大
納
言
」

　
　

�

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
大
納
言
を
辞
任
し
て
い
る
西
園
寺
實
晴

が
内
大
臣
に
就
任
す
る
慶
安
二
年
十
二
月
二
日
以
前

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

�

4

（
傍
点
は
稿
者
）

こ
の
よ
う
に
染
筆
者
ら
の
在
位
時
期
が
極
め
て
短
期
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
か

ら
も
、
お
そ
ら
く
叡
福
寺
三
巻
本
の
完
成
・
奉
納
時
に
添
わ
せ
た
、
当
初
の
筆

者
目
録
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
絵

と
詞
書
の
料
紙
が
多
く
の
段
で
分
け
ら
れ
ず
、
絵
と
絵
の
狭
い
隙
間
に
詞
書
が

挿
入
さ
れ
る
段
も
あ
り
、
明
ら
か
に
絵
が
先
に
描
か
れ
て
い
る
段
が
多
数
見
受

け
ら
れ
る
。
ま
た
同
一
料
紙
の
な
か
に
二
段
分
、
つ
ま
り
二
人
の
染
筆
者
に
よ

る
詞
書
が
併
存
す
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
、
後
ろ
の
段
の
染
筆
者
の
詞
書
が
さ
ら

に
次
の
一
紙
へ
わ
た
る
箇
所
も
あ
っ
て
、
総
勢
五
十
一
名
の
寄
合
書
を
完
成
さ

せ
る
た
め
の
筆
配
り
の
実
際
、
所
要
期
間
に
つ
い
て
は
に
わ
か
に
想
像
し
が
た

い
。

一
方
で
、
仮
に
叡
福
寺
三
巻
本
の
完
成
が
慶
安
二
年
十
一
月
頃
だ
と
す
る
と
、

き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ
る
。「
後
水
尾
天
皇
実
録
」
の
同
年
四
月
十

九
日
条
で
、
後
水
尾
院
か
ら
近
衛
尚
嗣
に
対
し
「
聖
徳
太
子
縁
起
」
初
段
染
筆

の
下
命
が
あ
っ
た
、
と
い
う
『
近
衛
尚
嗣
公
記
』
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る（

（
（

。

四
月
十
九
日
、
近
衛
尚
嗣
ニ
聖
徳
太
子
縁
起
ノ
端
一
段
ヲ
書
進
ス
ベ
キ
旨
、

仰
セ
附
ケ
ラ
ル
、

［
近
衛
尚
嗣
公
記
］

慶
安
二
年
四
月
十
九
日
戊
申
、
天
陰
、
沐
浴
看
経
如
例
、
竹
屋
右
衛
門

権
左
被
来
、
壽
庵
来
、
自
仙
洞
為
御
使
岩
倉
平
松
等
被
来
、
聖
徳
太
子

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

縁
起
端
一
段
書
付
可
進
上
之
旨
被
仰
出
了

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
畏
候
（
由
）
申
入
了

�

（
傍
点
は
稿
者
）

時
期
と
し
て
は
叡
福
寺
三
巻
本
の
完
成
よ
り
も
七
ヵ
月
ほ
ど
前
に
あ
た
る
が
、

上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
絵
は
先
に
仕
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。

五
十
一
名
の
詞
書
を
整
え
る
の
に
要
す
る
時
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
適
当
か
と

も
み
な
し
う
る
七
ヵ
月
と
い
う
期
間
を
ど
う
と
ら
え
る
か
・
・
。

判
断
を
躊
躇
さ
せ
る
大
き
な
要
因
に
、
京
都
・
広
隆
寺
の
五
巻
本
（
住
吉
如

慶
筆
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
の
存
在
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
広
隆
寺
五
巻
本

も
近
衛
尚
嗣
が
初
段
の
詞
書
を
染
筆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近
衛
尚
嗣
を
訪

ね
た
後
水
尾
院
の
使
者
「
岩
倉
」、「
平
松
」
の
名
は
叡
福
寺
三
巻
本
の
「
詞
書

筆
者
目
録
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。
だ
が
、
広
隆
寺
五
巻
本
の
詞
書
筆
者
に
は
岩

倉
中
将
具
家
、
平
松
前
宰
相
時
庸
の
名
が
あ
る
（
各
段
貼
紙
に
よ
る
）
こ
と
が

気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
、
広
隆
寺
五
巻
本
は
、
奥
書
か
ら
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
四
月
に
完

成
し
た
と
目
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
後
水
尾
院
の
詞
書
染
筆
下
命
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
年

が
経
過
し
て
い
る
。
詞
書
筆
者
の
総
勢
が
叡
福
寺
三
巻
本
よ
り
二
名
多
い
五
十
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三
名
を
数
え
、
絵
の
制
作
が
大
分
遅
れ
て
始
ま
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
て
い
る
？
・
・
と
も
み
ら
れ
る
が
、
上
掲
の
記
事
が
果
た
し
て
い

ず
れ
の
聖
徳
太
子
絵
伝
に
関
わ
る
も
の
か
は
、
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
。

朝
賀
浩
氏
は
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
「
詞
書
筆
者
目
録
」
を
め
ぐ
り
、
近
衛
尚

嗣
が
左
大
臣
に
就
任
し
、
中
院
通
村
が
内
大
臣
を
辞
任
し
た
正
保
四
年
（
一
六

四
七
）
が
詞
書
制
作
の
上
限
目
安
と
な
る
と
し
た
。
そ
し
て
伝
承
筆
者
ら
の
な

か
で
も
っ
と
も
早
い
、
中
巻
〈
二
十
三
歳
〉
の
随
庵
（
＝
大
覚
寺
宮
空
性
法
親

王
還
俗
後
の
号
）
の
没
年
で
あ
る
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
八
月
を
制
作
下
限

と
も
み
な
せ
る
と
し
た
。

た
だ
同
時
に
、「
詞
書
筆
者
目
録
」
中
に
み
え
る
「
内
外
題　

後
水
尾
院
圓

浄
法
皇 

御
宸
翰
」
が
、
慶
安
四
年
五
月
の
後
水
尾
院
落
飾
以
降
の
状
況
を
示

す
こ
と
、
ま
た
『
叡
福
寺
霊
寶
目
録
』（
前
稿
註
14
参
照
）
に
み
え
る
「
御
外

題　

後
水
尾
院
御
震マ

マ

翰
（
中
略
）　

軸
表
紙
等　

女
院
様
御
進
献
／
御
取
継
於

南
都
円
性
寺
宮
様
／
絵
之
筆
者
夢
幻
法
師
」
の
記
事
か
ら
、
円
照
寺
が
修
学
院

か
ら
南
都
へ
移
転
し
た
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
四
月
以
降
の
状
況
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
れ
ば
、
詞
書
染
筆
メ
ン
バ
ー
の
勧
進
役
と
も
み
ら
れ

る
随
庵
の
没
年
（
下
限
）
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
る
、
と
し
た（

（
（

。

こ
う
し
た
指
摘
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
上
掲
の
「
内
外
題　

後
水
尾
院
圓
浄

法
皇　

御
宸
翰
」、
お
よ
び
「
外
包
外
題　

青
蓮
院
宮
尊
純
親
王　

御
真
筆
」

の
書
入
れ
は
、「
詞
書
筆
者
目
録
」
の
上
・
中
・
下
巻
の
染
筆
者
名
を
書
す
筆

跡
と
は
別
筆
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
目
録

本
紙
の
奥
余
白
へ
、
時
期
が
遅
れ
て
追
記
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。『
叡
福
寺
霊

寶
目
録
』
へ
の
反
映
と
同
じ
く
、
時
代
の
降
下
と
と
も
に
繰
り
返
さ
れ
る
寺
伝

整
理
の
一
端
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
少
な
く
と
も
詞
書
制
作
の
年
代
的
目
安
に

つ
い
て
は
、
朝
賀
氏
の
指
摘
通
り
、
近
衛
尚
嗣
の
左
大
臣
就
任
、
中
院
通
村
の

内
大
臣
辞
任
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
を
上
限
と
し
、
詞
書
筆
者
ら
の
う
ち

最
も
早
い
随
庵
（
空
性
法
親
王
）
が
没
す
る
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
八
月
を

下
限
と
す
る
見
方
で
問
題
な
い
と
考
え
る
。
私
案
と
し
て
は
、
先
述
の
と
お
り

慶
安
二
年
十
一
月
頃
と
い
う
短
期
間
に
絞
り
込
め
る
と
見
込
む
も
の
で
あ
る
。

四　

叡
福
寺
三
巻
本
の
検
証
―
後
水
尾
院
と
如
雪
文
巌
と
夢
幻
（
漲
川
）

さ
て
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
制
作
が
、
住
吉
如
慶
筆
・
広
隆
寺
五
巻
本
と
同
じ

く
、
こ
の
時
期
の
後
水
尾
院
の
太
子
信
仰
へ
の
関
心
を
反
映
す
る
も
の
、
と
す

る
朝
賀
氏
の
指
摘
は（

（
（

、
近
衛
尚
嗣
に
対
す
る
聖
徳
太
子
縁
起
の
詞
書
染
筆
下
命

の
事
実
か
ら
も
十
分
に
首
肯
で
き
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
後
水
尾
院
の
関
心
が

な
ぜ
、
夢
幻
と
い
う
一
画
僧
が
制
作
を
担
う
叡
福
寺
三
巻
本
と
し
て
具
現
化
し

た
の
か
。
具
体
的
な
史
料
が
残
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
詮

索
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
問
題
を
解
く
糸
口
と
し
て
、
後
水
尾
院
の
内
外
題

染
筆
、
東
福
門
院
の
軸
表
紙
寄
進
、
大
通
文
智
の
取
継
と
い
う
、
叡
福
寺
三
巻

本
の
寄
進
を
め
ぐ
る
後
水
尾
院
の
家
族
の
連
帯
的
な
関
与
に
注
意
さ
れ
る
。

後
水
尾
院
宸
翰
と
さ
れ
る
内
外
題
（
上
巻
）【
図
27
】、
東
福
門
院
寄
進
の
外

包
裂（
＝
下
巻
、
前
出『
叡
福
寺
霊
寶
目
録
』の「
軸
表
紙
」も
こ
れ
を
指
す
か
）

を
掲
げ
る
【
図
28
】。
青
蓮
院
宮
筆
と
さ
れ
る
刺
繍
の
外
題
は
三
巻
と
も
に
大

部
分
が
欠
失
し
、
上
端
の
残
存
部
分
も
摩
滅
が
著
し
く
筆
跡
は
認
識
で
き
な
い
。

後
水
尾
院
、
東
福
門
院
、
後
水
尾
院
の
第
一
王
女
で
あ
る
文
智
女
王
（
後
の

大
通
文
智
）
は
、
一
絲
文
守
（
一
六
〇
八
～
四
六
）
に
早
く
か
ら
帰
依
し
て
い

た
。
文
智
女
王
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
一
）、
一
絲
に
つ
い
て
得
度
し
、
翌

年
、
修
学
院
に
円
照
寺
を
創
建
し
て
仏
道
の
研
さ
ん
に
励
ん
だ
。
寛
永
二
十
年
、

滋
賀
・
永
源
寺
へ
入
寺
し
た
一
絲
は
、
こ
の
三
人
か
ら
熱
心
な
喜
捨
を
受
け
て
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伽
藍
復
興
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）、
大
通
文
智
は
永

源
寺
を
訪
れ
た
が
、
翌
年
一
絲
は
示
寂
し
た
。
そ
の
あ
と
を
継
い
で
永
源
寺
に

入
っ
た
の
が
如
雪
文
巌
（
一
六
〇
一
～
七
一
）
で
あ
っ
た
。
律
学
の
大
家
で

あ
っ
た
賢
俊
良
永
（
一
五
八
五
～
一
六
四
七
）
か
ら
高
野
山
で
受
戒
し
た
如
雪

は
、
後
に
一
絲
文
守
の
付
法
と
な
っ
て
臨
済
に
転
じ
、
正
保
三
年
か
ら
寛
文
五

年
（
一
六
四
六
～
一
六
六
五
）
に
わ
た
り
永
源
寺
の
住
持
を
務
め
た
。
こ
の
間
、

後
水
尾
院
、
東
福
門
院
、
大
通
文
智
の
帰
依
は
さ
ら
に
篤
く
、
永
源
寺
と
の
深

い
関
係
性
が
維
持
さ
れ
た（

（1
（

。

そ
し
て
夢
幻
（
漲
川
）
が
後
に
、
こ
の
如
雪
を
師
と
し
て
臨
済
に
転
じ
た
こ

と
、
ま
た
そ
れ
よ
り
早
く
、
夢
幻
と
如
雪
と
の
接
点
が
高
野
山
の
賢
俊
の
周
辺

で
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
「
五　

叡
福
寺
の
近
世
復
興
と
夢
幻
―
ま
と
め
に
か
え
て
」
で
述
べ
た
。
そ
し
て
、
お

よ
そ
寛
永
年
間
、
叡
福
寺
復
興
に
尽
力
し
た
賢
俊
が
没
す
る
正
保
四
年
（
一
六

四
七
）
前
後
か
ら
、
真
言
宗
画
僧
と
し
て
叡
福
寺
復
興
の
画
事
を
継
承
し
た
の

が
夢
幻
（
漲
川
）
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
正
保
四
年
は
た
い
へ
ん
示
唆
に
富
む
年
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
そ
の
前
年
に
一
絲
の
あ
と
を
継
い
で
永
源
寺
の
住
持
と
な
っ
た
如

雪
で
あ
っ
た
が
、
翌
四
年
十
一
月
に
は
、
折
し
も
叡
福
寺
の
什
物
整
備
に
携
わ

ろ
う
と
し
て
い
た
夢
幻
（
漲
川
）
を
起
用
し
て
、
大
作
「
達
磨
図
」（
滋
賀
・

永
源
寺
蔵
）（

（1
（

を
描
か
し
め
て
永
源
寺
に
施
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
【
図
29
】。

か
つ
て
高
野
山
の
真
別
所
圓
通
寺
の
賢
俊
の
も
と
で
律
学
の
研
鑽
を
積
む
学
侶

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
二
人
は
、
こ
こ
に
永
源
寺
住
持
と
画
僧
夢
幻（
漲
川
）

と
し
て
の
新
た
な
関
係
を
構
築
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

翻
っ
て
、
叡
福
寺
三
巻
本
の
制
作
は
、
永
源
寺
へ
の
夢
幻
（
漲
川
）
筆
「
達

磨
図
」
の
施
入
か
ら
二
年
後
と
な
る
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
中
の
こ
と
と
見

【図28】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）下巻・外包裂

【図27】�「聖徳太子絵伝」 
（叡福寺蔵） 
上巻・外題

【図29】�漲川永海（夢幻）筆「達磨図」・部分 
（永源寺蔵）
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込
ま
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
永
源
寺
の
住
持
と
な
っ
た
如
雪
は
、
先
住
の
一

絲
と
同
様
、
後
水
尾
院
、
東
福
門
院
、
大
通
文
智
の
篤
い
帰
依
を
受
け
、
深
い

関
係
性
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
永
源
寺
に
入
っ
た
正
保
三
年（
一
六
四
六
）

か
ら
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
ま
で
の
間
に
、
如
雪
は
後
水
尾
院
に
よ
る
聖
徳

太
子
絵
伝
制
作
の
発
願
を
め
ぐ
っ
て
、
何
ら
か
関
係
情
報
に
接
し
う
る
立
場
に

あ
っ
た
、
そ
う
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
逆
に
、
如
雪
自
ら
も
情
報
発

信
を
行
え
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。

如
雪
と
夢
幻
（
漲
川
）
が
新
た
な
関
係
を
築
き
出
し
た
こ
の
時
期
、
後
水
尾

院
の
太
子
信
仰
へ
の
関
心
が
、
叡
福
寺
三
巻
本
に
お
い
て
具
現
化
し
た
背
景

に
、
如
雪
か
ら
後
水
尾
院
周
辺
へ
向
け
、
叡
福
寺
復
興
事
業
と
画
僧
夢
幻
（
漲

川
）
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
発
信
が
あ
っ
た
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
ら
の
受
戒
の
師
で
あ
る
賢
俊
が
、
そ
の
晩
年
尽
力
し
た
叡
福
寺
の
近
世

復
興
に
対
し
て
、
如
雪
が
少
な
か
ら
ぬ
関
心
、
共
感
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。

前
稿
の
お
わ
り
に
、「
賢
俊
良
永
と
の
関
係
で
は
法
兄
に
も
あ
た
る
永
源
寺

住
持
・
如
雪
文
巌
と
夢
幻
の
接
触
は
、
皇
族
公
卿
ら
の
詞
書
染
筆
の
手
配
に
関

す
る
助
力
の
依
頼
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
憶
測
を
巡
ら
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
続
行
に
お
い
て
改
め
て
言
及
し
た
い
。」
と
記
し
た
が
、
後
水

尾
院
の
太
子
信
仰
に
由
来
す
る
本
画
事
に
、
一
画
僧
の
夢
幻
（
漲
川
）
が
い
か

に
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
、
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
永
源
寺
住
持
の
如
雪
文
巌
と
い
う
、
高
野
山
で
の
律
学
修
行
以
来
の

人
脈
を
通
じ
て
の
仲
介
、
斡
旋
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ

る
。

五　

漲
川
、
独
長
作
品
の
補
遺
、
デ
ー
タ
修
正

前
稿
、
本
稿
で
の
考
察
を
通
じ
て
、
前
稿
註
２
の
寺
前
公
基
氏
、
木
村
重
圭

氏
の
論
考
中
に
既
出
の
作
品
以
外
に
、
以
下
の
四
作
品
を
漲
川
・
夢
幻
・
独
長

作
品
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。

※
前
稿

　
（
一
）「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
・
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）

　
（
二
）「
十
大
弟
子
像
」（
十
幀
・
叡
福
寺
蔵
）

　
（
三
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」（
二
曲
一
双
・
同
右
）

※
本
稿

　
（
四
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
三
巻
・
同
右
）

本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
漲
川
、
独
長
作
品
の
補
遺
、
前
稿
記
述

の
デ
ー
タ
修
正
を
加
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
ご
く
近
時
調
査
の
機
会
を
え
た
作
品
で
あ
る
、
漲
川
永
海
筆
「
鍾
馗

図
」（
個
人
蔵
・
一
幅
）（

（1
（

を
紹
介
す
る
【
図
30

－

1
】・【
図
30

－

2
】。
本
紙
上

方
に
別
紙
を
継
い
で
右
端
に
短
冊
（
川
柳
）
を
貼
り
込
む
が
、「
宗
満
」
な
る

作
者
に
つ
い
て
は
不
詳
。
款
印
は
、「
宣
奉
」
朱
文
長
方
印
、「
漲
川
筆
」
落
款
、

「
永
海
」
朱
文
方
印
（
中
に
軍
配
型
）
の
組
合
せ
で
【
図
31
】、
同
様
の
組
合
せ
は
、

前
掲
註
⑿
寺
前
氏
論
考
中
に
示
さ
れ
た
【
表
２
】
に
一
例
の
み
（
№
８
）
存
在

す
る
。
速
度
の
あ
る
ラ
フ
な
墨
描
を
主
体
に
、
顔
、
手
、
剣
穂
に
淡
彩
を
加
え

た
図
で
、
道
釈
人
物
で
は
な
い
が
単
独
の
人
物
図
の
作
例
と
し
て
、
独
長
性
亨

筆
「
馬
上
東
坡
図
」（
一
幅
、
大
阪
・
潮
音
寺
蔵
）（

（1
（

が
あ
る
【
図
32
】。

次
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
総
合
検
索
か
ら
、「
ガ
ラ
ス
乾
板
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
中
に
、
独
長
性
亨
筆
「
枯
木
烏
図
」（
一
幅
）
が
検
索
で
き
る
【
図
33
】。

款
印
は
、「
宣
奉
」
朱
文
長
方
印
、「
獨
長
」
落
款
、「
永
海
」
朱
文
方
印
（
中
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【図31】�漲川永海筆「鍾馗図」
（個人蔵）落款・印章

【図30- 2 】漲川永海筆「鍾馗図」（個人蔵）

【図34】�「漲川　通絵六枚屏風」（『某家所蔵品入札』・大正 3 年） 【図32】�独長性亨筆「東坡馬上図」（潮音寺蔵）

【図30- 1 】�漲川永海筆「鍾馗図」 
（個人蔵）
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に
軍
配
型
）
で
、
一
九
三
八
年
撮
影
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

ま
た
同
総
合
検
索
の「
売
立
目
録
作
品
情
報
」中
か
ら
、『
某
家
所
蔵
品
入
札
』

（
大
正
三
年
三
月
・
東
京
美
術
倶
楽
部
）
の
「
漲
川　

通
絵
六
枚
屏
風
」（
六
曲

一
双
）
が
検
索
で
き
る
【
図
34
】。「
子
猶
訪
戴
・
李
白
観
瀑
図
」
と
み
ら
れ
る

が
款
印
は
不
詳
で
あ
る
。
な
お
、『
高
橋
家
御
蔵
品
入
札
』（
大
正
七
年
四
月
・

東
京
美
術
倶
楽
部
）
ほ
か
の
入
札
で
ヒ
ッ
ト
す
る
「
山
水 

即
非
賛
」（
一
幅
）

に
つ
い
て
は
、
前
稿
註
⑿
の
木
村
氏
論
考
に
図
版
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略

す
る
。

さ
い
ご
に
、
展
覧
会
図
録
『
江
戸
時
代
動
物
園
』（
帆
風
美
術
館
、
二
〇
〇

八
年
）
21
頁
に
、
漲
川
永
海
筆
「
白
鷺
図
」（
個
人
蔵
）
が
図
版
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
が
、
未
見
で
あ
る（

（1
（

。

な
お
、
前
稿
で
は
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
「
宣
奉
」
朱
文
長
方
印
に

つ
い
て
、
捺
し
ず
れ
や
印
文
の
欠
損
と
と
も
に
、
そ
の
縦
辺
が
や
や
長
い
と
み

ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
、
異
印
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
、

独
長
性
亨
筆
「
列
祖
像
」（
万
治
三
年
／
一
六
六
〇
、
滋
賀
・
永
源
寺
蔵
）
の

調
査
に
よ
り
、〈
南
嶽
懐
譲
像
〉
ほ
か
、
類
似
の
押
し
ず
れ
を
み
せ
る
印
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
印
の
縦
・
横
寸
法
も
実
測
し
て
双
方
一
致
し
た
こ

と
か
ら
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
「
宣
奉
」
印
も
同
一
印
と
み
な
し
て
よ

い
と
い
う
判
断
に
い
た
っ
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
叡
福
寺
三
巻
本
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
の
絵
画
表
現
と
、

詞
書
伝
承
筆
者
の
筆
跡
に
関
す
る
検
証
を
行
い
、
絵
の
筆
者
が
夢
幻
（
漲
川
）

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
叡
福
寺
三
巻
本
に
付
属
す
る
「
詞
書
筆
者
目
録
」
の
信
頼

性
に
つ
い
て
確
証
を
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
詞
書
制
作（
絵
巻
完
成
・
奉
納
）

の
年
代
的
目
安
に
つ
い
て
は
慶
安
二
年
中
と
見
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
後
水
尾
院

に
よ
る
叡
福
寺
三
巻
本
の
発
願
、
制
作
の
背
景
を
め
ぐ
る
如
雪
文
巌
の
位
置
、

関
与
に
つ
い
て
も
私
見
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
漲
川
・
独
長
作
品
の
デ
ー
タ

検
索
、
及
び
新
出
作
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

さ
ら
な
る
関
係
作
品
、
史
料
の
存
在
を
含
め
、
大
方
よ
り
の
ご
教
示
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
る
。

註1	

守
屋
茂
編
『
宇
治
興
聖
寺
文
書　

第
一
巻
』（
同
朋
社
出
版
、
一
九
七
九
年
）
所
収
、

目
録
番
号
41
。
興
聖
寺
は
道
元
が
深
草
に
開
創
し
た
最
初
の
曹
洞
宗
寺
院
で
、
慶
安

元
年
（
一
六
四
八
）
淀
藩
主
・
永
井
尚
政
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。

2	
全
巻
画
像
は
以
下
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。「
多
武
峰
談
山
神
社
所
蔵
電
子
画
像

集
・
奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、
奈
良
女
子
大
学
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
収
載
。

	

本
絵
巻
は
従
来
、
藤
原
鎌
足
の
一
千
年
忌
に
関
わ
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
寛
文
八

年
（
一
六
六
八
）
に
制
作
さ
れ
た
（
住
吉
如
慶
・
具
慶
筆
）
と
さ
れ
る
。
展
覧
会
図

【図33】�独長性亨筆「枯木烏図」（現所蔵者不明） 
東京文化財研究所　画像提供

─ 23 ─



録
『
江
戸
の
や
ま
と
絵

－

住
吉
如
慶
・
具
慶

－

』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
八
五

年
）
図
版
№
3
。
同
前
『
土
佐
派
と
住
吉
派

－

や
ま
と
絵
の
荘
重
と
軽
妙

－

』（
和
泉

市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）図
版
№
75
。
下
原
美
保『
住
吉
派
研
究
』「
第

二
章
」（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。
一
方
、
上
掲
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
解
説
で

は
、
詞
書
伝
承
筆
者
の
官
職
在
位
時
期
に
も
と
づ
き
、
寛
文
元
年
か
ら
二
年
（
一
六

六
一
～
六
二
）
の
成
立
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
詞
と
絵
の
成
立
時
差
を
め
ぐ
っ
て
は
、

本
稿
「
三　

叡
福
寺
三
巻
本
の
検
証
―
「
詞
書
筆
者
目
録
」
か
ら
読
め
る
こ
と
」
で

も
言
及
し
た
。

3	

前
掲
註
1
『
同
書
』
所
収
、
目
録
番
号
65
。

4	

「
詞
書
筆
者
目
録
」
記
載
各
人
の
官
職
に
生
没
年
を
付
し
た
一
覧
表
が
、
朝
賀
浩
「
中

世
聖
徳
太
子
絵
伝
を
め
ぐ
っ
て
」（
展
覧
会
図
録
『
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
名
宝
～
河
内

三
太
子
：
叡
福
寺
・
野
中
寺
・
大
聖
勝
軍
寺
』 

所
収
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
〇

八
年
）
に
掲
げ
ら
れ
る
。

5	

た
だ
し
、
下
巻
〈
四
十
一
歳
〉
―
「
難
波
宰
相
」、
に
つ
い
て
は
唯
一
、
誤
認
、
誤
記

が
疑
わ
れ
る
。
難
波
宗
種
は
前
年
の
慶
安
元
年
十
二
月
に
参
議
を
辞
任
し
て
お
り「
前

宰
相
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
上
巻
〈
五
歳
〉

－

「
柳
原
前
大
納
言
」
の

付
記
に
「
茂
光
」
と
あ
る
。
前
大
納
言
の
柳
原
業
光
が
「
茂
光
」
に
改
名
す
る
の
は

慶
安
三
年
十
二
月
の
こ
と
で
、
各
人
の
名
入
れ
が
「
詞
書
筆
者
目
録
」
の
成
立
当
初

よ
り
遅
れ
る
補
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

6	

『
後
水
尾
天
皇
実
録 

第
二
巻
』、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

7	

広
隆
寺
五
巻
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
2
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
『
同
展
覧
会
図
録
』

図
版
№
4
。下
原『
同
書
』。展
覧
会
図
録『
四
天
王
寺
の
宝
物
と
聖
徳
太
子
信
仰
』（
大

阪
市
立
美
術
館
ほ
か
、
一
九
九
二
年
）
図
版
№
159
。

8	

前
掲
註
4
朝
賀
「
同
論
文
」。

9	

同
前

10	

一
絲
文
守
と
如
雪
文
巌
、
お
よ
び
後
水
尾
上
皇
ら
の
永
源
寺
庇
護
に
つ
い
て
は
、
永

源
寺
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
永
源
寺
町
史 

永
源
寺
編
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇

二
年
）「
第
１
章 

永
源
寺
の
歴
史
」
参
照
。
ま
た
、
公
家
の
近
衛
家
や
烏
丸
家
も
如

雪
に
深
く
帰
依
し
た
。
と
く
に
烏
丸
光
廣
の
孫
で
あ
る
資
慶
（
一
六
二
二
～
六
九
）、

裏
松
資
清
（
資
慶
の
弟
、
一
六
二
六
～
六
七
）
は
如
雪
に
親
し
く
参
禅
し
た
。
烏
丸

資
慶
は
、
叡
福
寺
三
巻
本
・
下
巻
〈
四
十
三
歳
〉
の
、
裏
松
資
清
は
「
同
」
上
巻
〈
十

八
歳
〉
の
そ
れ
ぞ
れ
詞
書
染
筆
者
と
し
て
名
が
み
え
る
。

11	

絹
本
着
色
、
一
幅
、
二
七
六
・
五
×
一
七
九
・
六
セ
ン
チ
。
寺
前
公
基
「
近
江
仏
画

め
ぐ
り
―
東
近
江
地
域
の
寺
院
什
物
調
査
を
踏
ま
え
て
―
」、
展
覧
会
図
録
『
近
江
仏

画
め
ぐ
り
』（
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
・
観
峰
館
、
二
〇
一
八
年
）
所
収
。

展
覧
会
図
録
『
開
山
寂
室
元
光
禅
師
六
五
〇
年
遠
諱　

永
源
寺
に
伝
わ
る
書
画
』（
公

益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
・
観
峰
館
、
二
〇
一
六
年
）
図
版
№
39
。
永
源
寺

町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
永
源
寺
町
史 

永
源
寺
編
』「
第
２
章
建
造
物
・
美
術
工
芸
」

図
版
№
26
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
二
年
）。

12	

寺
前
公
基「
謎
の
画
僧
・
独
長
性
亨

－「
漲
川
永
海
」同
一
人
物
説
と
如
雪
文
巌
」、『
博

物
館
学
年
報
』
五
一
号
、
二
〇
二
〇
年
。
木
村
重
圭
「
名
画
探
録
16
・
漲
川
永
海
「
腕

相
撲
図
屏
風
」

－

謎
の
絵
師
を
追
っ
て
」、『
聚
美
』
三
一
号
、
二
〇
一
九
年
。

13	

五
十
嵐
公
一
氏
（
大
阪
芸
術
大
学
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。
紙
本
墨
画
淡
彩
、
一
幅
、

五
七
・
二
×
二
七
・
〇
セ
ン
チ
。

14	

紙
本
墨
画
、
一
幅
、
七
〇
・
一
×
四
七
・
三
セ
ン
チ
。
前
掲
註
⒀
寺
前
論
文
参
照
。

15	

絹
本
墨
画
（
一
幅
と
み
ら
れ
る
）、
八
一
・
五
×
三
四
・
〇
セ
ン
チ
。

16	

紙
本
着
色
、全
三
十
幅
、各
九
五
・
四
×
五
七
・
五
セ
ン
チ
。
前
掲
註
11
寺
前
公
基「
同

論
文
」、『
同
展
覧
会
図
録
』（
二
〇
一
六
年
）
図
版
№
5
、
永
源
寺
町
史
編
さ
ん
委
員

会
編
『
同
書
』
図
版
№
18
。

謝
辞貴

重
な
ご
宝
物
、
文
化
財
の
調
査
、
な
ら
び
に
画
像
掲
載
に
つ
い
て
ご
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配
、

ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
、
永
源
寺
、
叡
福
寺
、
興
聖
寺
、
談
山
神
社
、

潮
音
寺
、
個
人
所
蔵
者
の
各
位
、
お
よ
び
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
奈
良
女
子

大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
付
属
図
書
館
）、
佐
賀
県
立
博
物
館
、
五
十
嵐
公

一
氏
に
対
し
ま
し
て
、
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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